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保存科学関連設備と保存科学に携わる人員の調査

1982年におこなわれた保行料i下|見l辿胞設の凋椛 cr保{f科学施設
の引状J[Jq!版文化財ニュース36弓])から10年余の年)1が流れた。
この1m、時H磁文化IIfにかかわるCM7科'Zを取り巻く状IJtは大きく変
化した。多くの吊i道府県及び市町村では、J!j!.l:占文化財に|刻わる組織
や"行胞設の格備がjffiみ、それに伴い保m中官民IA胞設の充実もはか
られてきた。 これは、J!j!雌文化財の調査と研究に対するnnWIが深ま
り、{単作科学の必'l:itlが認識されてきた結*とも受け1Iこめられる。
しかし、これを巾純に 「保{f科学の院¥i1'<Jとみてよいのだろうか。
このあたりの実状を山似するとともに将米の保f7科学のあり方を傑

る資料に資するために、1ll時点、における f~作科学|民l辿施設のUUJt と
人uの実態をまとめ、 L下の考FtEを1111えた。

【I1保存科学間違股備

わがl叫における悶!蔵文化財と聞わる保1， 14字削どI!&備のここ JO~I の先'kぶりには 11 を~l1J.lる

ものがある。これは、IFj[1111982{f'こiiわれた1刈代〈次山に嗣小 l'ilU) と今 !"Jの川代品*~比位

してむ町l らかである。 Ijiil"!I率、保(f~.f1 I!世間として、 水以111 1本割品企処即する rpE G (ポ
リエチレングリコ ル樹脂)'""U!金問」とIHj 鉄割品を処則す る 「鉄事~in物HJ~&.JJ: ;'Ì"U~i，YU

の2.'.'.tについてのみのJ1!iであ勺た。Lかし、今1"1は、処PIl!1Iの世間ばかりでは伝〈、:M聞の

保1，処Pllの1111にLυ1必こ布いたい JiliIj.J，1fi!こJIIL、る益田の代占として、泊物の情造，ll'・tのため
の rx融通過俄影草間(レントゲン縦彬古河川と泊物の材官岬伐のための rx組分析弘同J
の 2 点についての伺liû附叫~JIJの沖段位~J.'Iべた。 この 2 点 lム .iíjJ u]の岬伐で Li ..1 in している機

l叫がほとんどむかゥた Wkからみても、川!厳文化IUJI伐における保1m?!!'術の必盟"がi1過

し、凶rl!施札止の充xが一般化してきたとJ価できる。また、 cw犯1f'll，北側の代占とLて、Ijijl 11 J 
と川線、1111水祉本国品の処聞にJlJL、る rpEG汗?)}!ii，Y1jと、新たに r~T'};:l刷出乾制限」 の

i'~)jd，止も併せて出泊附叫別の地同に-J、した。 たどし 、 州iI"]の，ll l'iでI絞り i げた「鉄剖辿相川内

M仏間」は仇Hi処Fllとして 般化しているので他凶lにがすことはし伝か勺た。
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今匝lの調沓では上記に記した甚置だけではなく、保存科学に閲わるさまざまは機器について

も調査した。 代表的な装出の普及杭配は次に列挙した。伝お、調資の対象は、削回の調曹と同

様に、基本的に尭鋸業務と聞係する公共機聞に限定し、活i尿 ・4喜良国立文化財研究所、国立陛

史民俗博物館、国立民篠学博物館や大学専の人口と施設については別宜した。

保存処理の事前調査 ・研買のために用いる機器

ci光学園微鏡 (透過〆主体/偏止を合む)................................................7 4台

骨赤外蹄テレビシステム 2 3台

③X棉遭遇掻膨装置 (レントゲン倣彬韮山)山

④X棉分析装置 (蛍光X組分析あるいはX組l回折分析)山

⑥電子顕微鏡

保存処理作業に用いる機器

2 0台

9台

6台

嘩さぴ落とし用ヱアープラン 1 2台

⑦鉄器処理周波圧含漫韮置 45fi 

事 PEG含浸装置川 8 3台

喧真空夜暗夜燥樋川 1 8台

(台散はいずれも全副総J十、(掌)について1<イラス トマップ書聞のこと)

慨して高価'"詰jlYl(③④⑤や、⑨)を揃えている機関では、光JY顕微鏡なとの泌ぷ的F43占促

は既に保イ1している傾向があるが、'1'には比較的高価な輩出だけを将人しているような'11例も

は受けられる。また、先制件散の急激な.tr:加により大蹟に山上Lた出物の処即を外部に発iJす

ると見大な1'/111がかかるため、係機山で詰聞を持勺た方が経時的であるのではないか、という

判断かり詰町の将人に踏み切ったが、その後、 諸般の事情からやむなく放出しているケース も

あるょっに聞く。まったく人的型付け伝 Lに詰目を人れたような場合は別と Lて、こういった

事態の多くは、輩出導入当初jの担当再の移動や他の業務が多忙になったため、継続的な詰世逆

行ができにくくなってしまった、といっケースがほとんどである。いずれにしろ、施設打1当占

の川岨を依きにして保(f.科学関連胞設の導入は考えるべきではなL、。また、向I.!tt，ふ輩置は、そ

れを匝いこえ込せる能力を持ち合わせた人材を配位し忽ければ十分な機能を先陣lf，(l、。施設得

入にあたっては、この点をJ引苫 した適I;1JfJ:指導をおこなっていく必盟性を強〈感じる。

[ III保存科学に燐わる人員

今同の調伐において、且『磁文化財に聞辿する保存料乍開法設備の充実ぷりは困苫であること

は町lらかに伝ったが、それらの純設をU同から出川し、保存科乍的な調古・研究を行い、また
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:J!.:慨に保存処理をおこ伝う相吋占の陣蒋はどう伝ヲているのであろうか。その実態を明らかに

するために、まず保存科学に慣わる位当者を;M状にあわせて分顕しておく必:Il!があるだろフ

(ζ こでは、埋必 Htl~に関わる保存科学に剛定する)。

保存科学に関わる人員のカテゴり ー

lal保存科学専門担当者 (保作科学や日然科学を学び、保存科学的業務を専門におこえ返っ符)

Ibl保存科学専世但当者 (身内乍を学んだが、臨存科学的車務を長期間専従的におこなう占}

(cJCMr:科学 考古学波務削吋荷(~占í?を学び、身 í'î常的車務と保Ii科学的業務を糠務する者)

ωCM干科学非常勤担さl!i. (保存科学的盟締を専世するが勤務)fJ態が非常勤である!i")

このふ~l'iで取り I げた噌!厳文化財に閲わる請俊則のほとんどは、尭掘を革務としているこ と

を品本とする。刷、刷!;t~ ':M慨に尭掘業務には世-~，せず、保tf.科学的業務のみおこな っ ている

占であり、主陣に保存科学位叶占と Lて位置づけ勺れるのはこの二つのカテゴリーに人る人た

ちだけとみ伝せる。従って、iX貞からのイラストマ ップに邸週府県別に人員を示した臨作科学

問当者もこれに噂じる。その散は、 lalは16名、{凶!i10t'，、合計26名とはる。刷回1982句の調査

では、このカテゴリーに人る人IH名に過ぎ俗か勺たことから考えると的3借地と年る。1'1は、

提出めるいはその他のII!紛がlにむり、保存科学的業務は時間に余柿のある時におこFみつ42直

と江り、'Ji際にはIdl、あるいはアルバイトに任せきりであるのが書状である。今阿の調伐で、

政えて保μ科学担当訂の人L"としてHtしはか今たのはこの盟山による。調査結果では、 1'1は

34名、 Id lは 10名限度である。アルバイトに聞しては各欄則の予算に応じて変動も大きく、~散

を嗣みかねるが、全体ではかはりの散にのぼる。また、'"米lalとなるべき人が、 1'1として克側

主務の}J/)~.:I:: Iこ伝うている掛合。、あるいは立場 tldlであるため、今回の調奇対象と Lて，11上

できUいケ スもあり、前回の調在時よ り保(f科学に関わる人Hは増えているように見えるが、

保存科学を取り岳〈現状は依開厳しい。特に、 34名いる1'1の立場の人が、保存科学士的は車務で、

|分に機能 Li~ていU いところに!日!組がある。

他物をillて、高価は詰刊を導入し品備を桜えても、人的lil墳を披え伝ければ、その惟JJをト

タ}発問することはでき伝L、。盟l立が司直にUれiまはるほど、そのa操作や維持に高度はl'tJIIJ的知
器が盟求されることにはる.先にも述べたが、人的な逼付けがあってこそ諸施設の機能が'1か

されるのであって、出して誼備を導入するだけで保存立処即や保作科学的な調査 ・研究が血むも

のでははい。施設を設ける離には、このことを肝に銘じる必距があるfごろう。さらに、埋型的

には各地峡 ・プロック内で、』行機闘が所作する権設をイT劫に削LU目111できるよう紅、 '1'械と"

る叫(J.科学の本終的は邸門家の育成をめざして L 哨、広くてはなら伝 L 、。 今後ますます日llI:は~

*に対応できる人材が明まれてくることは必至である。
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このI刈伐をt. ζ'. つにあた 勺て、次に出げる機関の協JJを叫た。 ここにJ~ して感謝のDを1<

すo tj.お、調従軌見H1、AlI冬的には1994'1'3 JJ時点のデ タに瓜づくものである。今後とも、

ヂータの/.!制例に万全を則するために、もLお気付きの点があればご迎相聞きたt、
(J防)Jt泌辺町磁文化財セ ンタ Jti旬迫間妬J~立EhI F6小牧市町民文化財調fiセンター T 
i&tli教fl畳u企札幌市内!厳文化財センタ 江庄町教行委[j会余市町教fl壷U~ 制 111町

即時X化財センター l ノ|吋町教fl畳t1~ !'nO~r~ 、1. "物tl( i'}T叫1'[)l1・厳文化1llセ yター

秋川叫!l1[厳文化財センター ~.ut陪史町料tn 多目械Ifj f4ll磁文化財Jl4fiセンタ 耐山県立問

物防Il ð:.崎県、:r.If，~山町 (財) 断ノ，，~，~Jl厳>c ftl~センター (財)r.1.!!W.U'ILtl文化財訓fi'J'盟

l川 崎 i拍~，'fYll居老文化財センター (IU) Tß~，~文化財センター (財)誠心;U:11開止ま文化財セ

ンタ 11町di.3るさと岬物酎 神t.'i lll~，~¥f.!l11成文化財セ yター 川崎didi民、晶一 γ アム

t川lり，1JtH雌X化財センタ mt) 'I : ílll山文化振興財|羽山川~，~ ，:r.JI[[磁文化財センタ - R，¥ 
J I 山、'rJ':伏1t，~~ J.(俗世判断 '.i !l 叫収仰l口氏追跡町料曲山~M!l I(厳I化財センター (財)

k~'H， 1!1雌 X化川センタ- 1長町di¥'r.r.Y物創1¥野引、川そ山町1 松本di 伝暗，1;1\9物館(J~)

静岡~，~j-lll磁文化財1刈代研究所 静岡di数ff11U会 前十~dj博物蛇 (J吋)茸知1M開必>cftl~

センター 古i城JEJ，同物町盤町民~f!ll厳文化財センター 以何I)(.f，'r.111域開 I'.mm (1吋}

J;Ui'lldi開磁文化財研'j'(，/折 (J~) AIi<文化財センター (J削 A阪di)(ftlM協会 見山県教fl

苦U士個別Iidi敏行畳U~ 1，'、山県弘前~~;U号市午 Øl北川併II11 り， ~III 代JI 縦>c ftセ ンター 広r.~

リ1 ~\". If，~~1母物ftl'l 仰 ;T軒町遺跡，)1代研究!Jf (財)広品di閉山科午教ff'J'X!I'N (J~) 広山

県内!厳文化財セノター 広品IIi数行事U企 !~制l日数ffli 文 ftJl 向山叫iIIl必文化財センター

1111 I叫州曜文化財訓作センタ (J~) 再川県即時文化財，jlfiセ r ター (肘);ま哩叫内!止ま文

化財川作セ yター 怯山，Ii\~i'll必文化I~セ J ター徳山県、y情物館九州If，~山町料館師同，Ii

1fll磁文化財センタ- h，j附di帥物船木事附r!i教fl11U企筑繁野di敏行畳U会 (J削 Jt九

州市教行文化 J'X!I州日崎山内端文化財センタ 佐四県な怖物館 I止崎リIL教fl1111合大分

叫、'r.Î~"r::胤 I: ，.èの1í:1f，~ 1!J..~前町判断1 熊ノドリI ~ ，:r.詰師山 JI1III'(鹿児品以内!磁>c ft1~ センタ 仲

制リ，~.f.t ftli : X: (ヒぷ その他法人機関むど

(剛不1，，1)

次ページかり肘，まる係地域ごとの.11filRiJlにおける記りの且昧は次のi!iりである。
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保存科学担当者

X線遭遇蛾第装置

X陣分析韮置 (1止Jl::X組分析皆川、あるい1<X蹄lυl折分析世間)

品
PEG含浸韮置

真空濠給総録機
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